
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の概要】 

１ 富山大空襲の様子 

２ 戦後の富山の様子 

３ 現在の自分の生き方 

富山県教育委員会平成２７年度いのちの教育総合支援事業 

「富山大空襲を経験して」(道徳) 
氷見市立久目小学校 

平成２７年９月２４日実施 

【いのちの先生】 

森田 忠雄先生 

・義肢製作所会長 

（児童の感想） 

 ①私は戦争はとってもこわい

んだなあと思いました。たくさん

の方がなくなって、男の人は戦争

に行かなくてはいけなかったな

んて、こわくてしようがありませ

ん。 

これからも平和な日本でいて

ほしいです。 

 

②今日の「いのちの授業」で、

改めて命が大切なことを知りま

した。戦争をすればたくさんの人

が亡くなります。戦争がなければ

爆弾などで戦争で命を亡くすこ

とがなく、平和にくらせると思い

ます。これからも一人に一つだけ

の命を大切にしたいです。 

（保護者より） 

 戦後 70 年の年に、子供たちが

戦争について貴重なお話が聞け

たと知りました。私も、富山大空

襲を体験した方に話を聞いたこ

とがあります。富山市が大きな被

害を受け、やけどで身体中がただ

れた人、亡くなった子供を抱いた

まま座っている人、水を求めて川

で亡くなった人など、たくさん見

たと聞きました。 

 今、平和であることが幸せであ

ることとともに、これからも平和

が続くことを祈っています。 


